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※�読み取りができないときは、他の二次元コードを隠して読み取ってください

令和7年10月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：46,518人 18
　 菊池：23,033人 3
　 七城： 4,911人 5
　 旭志： 3,949人 2
　 泗水：14,625人 8
男　性：22,377人 4
女　性：24,141人 14
外国人： 1,576人 25
世　帯： 20,910世帯 39

年齢別人口 
0 ～14歳 5,523人 12%
15～64歳 24,854人 53%
65歳以上 16,141人 35%

自然増減 社会増減
出  生：21 転  入：175
死  亡：59 転  出：118

菊池市の情報発信

菊池市の公式アプリケーション

きくち防災・行政ナビ

ホームぺージ フェイスブック エックス インスタグラム

菊池市ごみ分別アプリ

android androidiPhone iPhone

　防災無線や戸別受信機からのお知らせ、生
活に役立つ情報などを日常・災害時問わず、
スマートフォンやタブレット端末で受信できる
多言語対応の無料アプリケーションです。

問 市長公室広報交流係  ☎0968（25）7252

“菊池から”と“聞く力”の２つ
の意味を持つ愛称です。

Android iPhone

�お住まいの地域や知りたい項
目などを選択し、細分化した
情報を受信できます。

�自宅や外出先で情報を確認
できます。

�各種証明書の発行や施設利
用の申請ができます。
�市道の破損や鳥獣の被害を
写真で報告できます。

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している人、
伝統を受け継いでいる人など、菊
池で頑張っている人を募集します。
本市在住であれば自薦・他薦は問
いません。詳しくは市長公室まで
お問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252
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㈱アドバンス  代表取締役

永田 浩徳さん

1_農林水産祭天皇杯を受賞し、市役所に表敬訪問 2_毎年3月18日の仏
ぶ

供
く

石
いし

観音祭に
合わせて酪農仲間と鞍岳にある馬頭観音へお参りに行っている 3_立ち上げ当時の写真。
トウモロコシや乾草、食品残さなどを機械で混合し、1カ月発酵させて餌が出来上がる

Profile　ながた・ひろのり
昭和39年生まれ。菊池農業高校卒業後に実家の酪農を
手伝い始める。元々30頭ほどを小規模な土地で飼育し
ていたが、周りの農家のこだわりを見たり聞いたりしてや
りたいことが増え、28歳で後を継ぎ、牛舎を建設して規
模を拡大。「自分も妻も負けず嫌い。妻は毎日一生懸命
働いてくれた。今は2人で昔を振り返って互いを褒め合っ
てます」。57歳の時に息子に経営権を譲るも、今も朝と
夜は手伝いで牛の面倒を見ている。川下区在住。61歳。

牛も人も
みんなで
育てる

11月1～16日に「菊人形・
菊まつり」がふるさと創生
市民広場で開催されました。
会場には菊池市菊まつり
推進委員会や市内の小中
高校生などが1年間かけて
育てた色とりどりの菊の盆
栽や鉢植えなど展示。連
日多くの来場者を楽しま
せていました。（詳細7㌻）

　

18
歳
で
家
業
で
あ
る
酪
農
の
道
へ
。
品
評

会
の
成
績
に
悔
し
い
思
い
を
し
、牛
舎
環
境

の
せ
い
に
し
た
く
な
い
と
28
歳
で
牛
舎
を
増

築
。
３
年
が
経
っ
て
も
牛
が
う
ま
く
育
た
ず
、

悩
む
日
々
が
続
く
。
飼
育
数
を
増
や
す
難
し

さ
や
業
務
の
多
さ
に
廃
業
を
考
え
た
が
、先

輩
や
同
僚
に
励
ま
さ
れ
、再
び
歩
み
始
め
た
。

　

平
成
19
年
に
旭
志
の
酪
農
家
20
戸
が
出
資

し
て「
㈱
ア
ド
バ
ン
ス
」を
設
立
。
各
農
家
で

作
っ
て
い
た
餌
を
工
場
で
作
る
こ
と
で
、農

家
の
仕
事
量
を
減
ら
す
こ
と
が
狙
い
だ
。
個

人
で
は
試
せ
な
か
っ
た
餌
作
り
が
で
き
る
こ

と
も
魅
力
に
感
じ
、立
ち
上
げ
か
ら
参
画
し

た
。
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
、試
行
錯

誤
を
重
ね
10
年
で
よ
う
や
く
餌
の
品
質
が
安

定
。
餌
や
り
の
回
数
が
減
り
、搾
乳
量
も
増

え
た
。
画
期
的
で
先
進
的
な
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、令
和
４
年
に
は
農
林
水
産
祭
天
皇

杯
を
受
賞
。
全
国
か
ら
視
察
団
が
訪
れ
る
ま

で
に
な
っ
た
。

　

平
成
30
年
か
ら
代
表
取
締
役
を
務
め
、若

手
の
育
成
に
も
貢
献
す
る
。「
今
は
農
家
が

減
っ
て
、若
手
は
切
磋
琢
磨
で
き
る
仲
間
が

少
な
い
。
組
織
と
い
う
強
み
を
生
か
し
て
協

力
し
た
い
」。
餌
の
配
合
の
参
考
に
す
る
た
め
、

年
に
２
回
、利
用
農
家
を
回
っ
て
牛
の
様
子

を
見
る
。
若
手
へ
ア
ド
バ
イ
ス
も
す
る
貴
重

な
時
間
。
誰
で
も
同
行
で
き
、他
の
農
家
の

技
術
を
学
ぶ
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

み
ん
な
で
会
社
を
立
ち
上
げ
て
も
う
す
ぐ

20
年
。
組
織
で
取
り
組
む
こ
と
で
地
域
全
体

の
搾
乳
量
が
増
え
て
、若
手
育
成
に
も
取
り

組
め
て
い
る
。「
こ
れ
か
ら
も
会
社
が
農
家

を
つ
な
げ
、よ
り
一
層
旭
志
の
酪
農
を
支
え

る
存
在
に
し
て
い
き
た
い
ね
」
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